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様式第１（第３条関係）

託　送　収　支　計　算　書

事業者名　大阪ガスネットワーク株式会社　

２０２３年４月　１日から

２０２４年３月３１日まで

（単位：千円）

費用の部 収益の部

項目 金額 項目 金額

営業費用 179,691,248 営業収益 190,088,396

供給販売費 143,492,082 　託送供給収益 187,832,787

労務費 11,646,723 　事業者間精算収益 966,193

諸経費 89,041,025 　最終保障供給収益 6,733

修繕費 25,524,586 　その他託送供給関連収益 1,282,683

消耗品費 5,065,887 　　（補償料等収入） 774,558

賃借料 3,283,150 　　（償却分区域外工事負担金収入） 454,986

租税課金 14,673,461

固定資産除却費 9,197,917

需給調整費 2,250,997

バイオガス調達費 -

需要調査・開拓費 2,270,506

事業者間精算費 1,055,760

その他経費 25,718,761

減価償却費 42,804,334

一般管理費 35,004,220

人に係る業務 1,426,946

資産に係る業務 2,273,319

その他 28,723,823

事業税 2,580,132

託送供給特定費用 1,165,774

最終保障供給費用 29,172

営業利益 10,397,148

営業外費用 3,174,406 営業外収益 2,244,609

資金調達 2,449,990 　資金運用 313,747

雑支出等 500,653 　雑収入 1,366,471

その他 223,763 　その他 564,391

特別損失 - 特別利益 -

税引前託送供給関連部門当期純利益 9,467,351

法人税等 2,646,693

託送供給関連部門当期純利益 6,820,658

(注)区域外工事負担金収入額については、別表第１、１．（７）の規定により、当該区域外工事負担金収入額を

　　　分割して整理している。

‐１‐



（託送収益明細表）

（単位：千ｍ３、千円、円／ｍ３）

託送供給量 託送収益 単価

託送供給収益 7,400,549 187,832,787 25.38

事業者間精算収益 316,446 966,193 3.05

最終保障供給収益 6,733

その他託送供給関連収益 1,282,683

託送収益合計 7,716,995 190,088,396 24.47

‐２‐



様式第２（第４条関係）

託　送　資　産　明　細　書

事業者名　大阪ガスネットワーク株式会社　

２０２３年４月　１日から

２０２４年３月３１日まで

（単位：千円）

(注) 建設仮勘定、設備勘定（有形）、無形固定資産、長期前払費用及び繰延資産は、期央残高により算定している。

（本支管投資額実績表） （単位：千円）

直　近　実　績

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

主要導管 2,809,420 6,569,012 5,142,931 7,052,766 10,631,664 6,441,159

本支管（主要導管以外） 23,069,457 26,114,680 23,216,797 20,977,486 20,705,243 22,816,733

計 25,878,877 32,683,692 28,359,728 28,030,252 31,336,907 29,257,891

繰延資産 -

託送資産合計 316,160,025

項目 5年平均額

無形固定資産 18,940,675

長期前払費用 155,402

運転資本 16,753,943

項　　目 金　　額

建設仮勘定 20,399,756

設備勘定（有形） 259,910,249

‐３‐



様式第３（第５条関係）

　第１表

超　過　利　潤　計　算　書

事業者名　大阪ガスネットワーク株式会社　

２０２３年４月　１日から

２０２４年３月３１日まで

（単位：千円）

項　　目 金　　額

9,467,351

託送供給関連部門の営業外費用（その他に限る）（②） 223,763

託送供給関連部門の営業外収益（雑収入を除く）（③） 878,138

託送供給関連部門の特別損益（④） -

その他調整額（⑤＝⑥＋⑦） 752,119

補償料等収入（⑥） 774,558

最終保障供給取引損益（⑦） -22,439

8,060,857

調整後税引前託送供給関連部門当期純利益に係る法人税等（⑨） 2,253,493

5,807,364

託送供給関連部門事業報酬額（⑪） 9,648,837

減少事業報酬額（⑫） -

託送供給関連部門の営業外費用（資金調達に限る。）（⑬） 2,449,990

当期超過利潤額（又は当期欠損額）（⑭＝⑩－⑪＋⑫＋⑬） -1,391,483

うち想定原価と実績費用との乖離額 -687,965

税引前託送供給関連部門当期純利益（又は税引前託送供給関連部門当期純損失）（①）

調整後税引前託送供給関連部門当期純利益（又は調整後税引前託送供給関連部門当期純損
失）
（⑧＝①＋②－③－④－⑤）

調整後託送供給関連部門当期純利益（又は調整後託送供給関連部門当期純損失）
（⑩＝⑧－⑨）

‐４‐



様式第３（第５条関係）

　第２表

超　過　利　潤　累　積　額　管　理　表

事業者名　大阪ガスネットワーク株式会社　

２０２３年４月　１日から

２０２４年３月３１日まで

（単位：千円）

項　　目 金　　額 備　　考

前期超過利潤累積額（又は前期欠損累積額）（①） -2,166,947

（うち前期乖離額累積額）（⑦） -23,098,007

当期超過利潤額（又は当期欠損額）（②） -1,391,483

（うち想定原価と実績費用との乖離額）（⑧） -687,965

還元額（③） -

 当期超過利潤累積額（又は当期欠損累積額）（④＝①＋②－③） -3,558,430

（うち当期乖離額累積額）（⑨＝⑦＋⑧） -23,785,972

一定水準額（⑤） 29,257,891

一定水準超過額（⑥＝④－⑤） -

(注)一定水準額は、様式第２の託送資産明細書の本支管投資額実績表中「直近実績」の５年平均額を適用している。

‐５‐



様式第３（第５条関係）

　第３表

導管投資額明細表（一般ガス導管事業者）

事業者名　大阪ガスネットワーク株式会社　

２０２３年４月　１日から

２０２４年３月３１日まで

（単位：千円）

項　　目 当期投資額 備　　考

高　　圧　　導　　管 10,631,664 尼崎・久御山（兵庫県尼崎市東難波町～京都府久世郡久御山町）　等

中　　圧　　導　　管 3,695,883
大阪府大阪市此花区夢洲中１丁目～大阪府大阪市此花区夢洲中１丁目
兵庫県姫路市白浜町～兵庫県姫路市白浜町
兵庫県加西市下宮木町～兵庫県加西市下宮木町　等

　　　計 14,327,547

‐６‐



様式第３（第５条関係）

　第４表

内　部　留　保　相　当　額　管　理　表

事業者名　大阪ガスネットワーク株式会社　

２０２３年４月　１日から

２０２４年３月３１日まで

（単位：千円）

項　　目 金　　額

前期末内部留保相当額　　　　　 （①） -94,888,221

当期超過利潤額（又は当期欠損額）（②） -1,391,483

還元額　　　　　　　　　　　 　（③） -

当期導管投資額（又は当期特定導管投資額）（④） 14,327,547

当期内部留保相当額（⑤＝①＋②－③－④） -110,607,251

還元義務額残高：

備　　考

‐７‐



様式第３（第５条関係）

　第５表

乖　離　率　計　算　書

事業者名　大阪ガスネットワーク株式会社　

項　　目 値 備　　考

想定原価（千円）（①） 566,426,488

想定需要量（千m3）（②） 25,160,166

想定単価（円/m3）（③=①/②） 22.51

実績費用（千円）（④） 576,534,285

実績需要量（千m3）（⑤） 23,163,685

実績単価（円/m3）（⑥=④/⑤） 24.89

乖離率（％）（⑥/③-1）×100 10.56

　想定原価及び想定需要量は、2018年10月から2021年9月までの3年の合計とした。

　実績費用及び実績需要量は、2021年4月から2024年3月までの3年の合計とした。

（注）必要に応じ、金額の算定根拠を脚注として記載すること。

‐８‐
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